
 
熊本地震における被災動物対応記録集 

 

 

はじめに 

  

 平成 28 年 4 月 16 日に発生した熊本地震では、人のみならず動物も被災し、各被災地で自治

体や地元獣医師会が中心となって被災動物の救護にあたった。特に、益城町、熊本市では被害が

甚大で飼養*環境が確保できず、多くの避難者から預かりの要望があったため、益城町及び熊本

市の避難所で無料一時預かりシステムの整備や施設の設置し、入所者を対象に避難所を閉鎖する

10 月末まで行った。 

 今般の災害では、過去の災害の教訓を生かし、現地動物救護本部*が設置されたが、熊本にお

いてははじめての経験であり、構成員の連携や情報共有に時間がかかった。また、これらの情報

をもとに集まった募金をどのように使用するか等のいろいろな問題点も浮かび上がってきた。こ

うした災害の中、自らも被災しながら被災者支援や動物救護にあたった被災地の自治体や関係団

体等の方々の活動の記録を収集、整理し、記録集として残すことは、今後起こりうる災害に備

え、自治体等において地域の状態に応じた動物救護体制のあり方を検討する基礎資料になると考

えられる。 

そこで、今般の熊本地震による動物の被災状況、関係団体等による動物救護の対応状況を収

集、記録し、良かった点や課題となった点を整理、分析することで、今後の大規模災害に備えた

被災動物の保護のあり方を提言するための記録集を作成した。また、平成 30 年 2 月に改訂を行

った「人とペットの災害対策ガイドライン」の基礎資料として活用した。 

 

 *用語解説参照。  
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【用語解説】 

 

【同行避難】 

 災害の発生時に、飼い主が飼養しているペットを同行し、指定緊急避難場所等まで避難す

ることです。同行避難とは、ペットと共に移動を伴う避難行動をすることを指し、避難所等

において飼い主がペットを同室で飼養管理することを意味するものではありません。 

なお、「避難所運営ガイドライン」（平成 28 年 4 月内閣府）では、「同伴避難」という用語

が用いられています。「同行避難」が、ペットとともに安全な場所まで避難する行為（避難行

動）を示す言葉であるのに対して、「同伴避難」は、被災者が避難所でペットを飼養管理する

こと（状態）を指します。ただし、同伴避難についても、指定避難所等で飼い主がペットを

同室で飼養管理することを意味するものではなく、ペットの飼養環境は避難所等によって異

なることに留意が必要です。 

 

【飼養】 

動物を養い育てることです。「飼育」と同じ意味ですが、本記録集では「飼養」に統一しま

した。 

 

【現地動物救護本部】 

 自治体、地方獣医師会、民間団体等が、災害の発生時に被災地において動物救護活動を実

施し、被災ペットや飼い主に対して必要な支援を行うために設置される組織です。被災地か

ら避難したペットと飼い主を支援するために、近隣の自治体に設置されることもあります。 

なお本文中で、現地動物救護本部等とあるのは、これまでの災害の際に設置された、同様

の機能を持つ組織の名称が「動物救護本部」には限定されていないことによります。 

 

【一般財団法人ペット災害対策推進協会】 

 天災や人災などの不測の緊急災害時に、被災したペットの救護や円滑な救護活動の確保を

目的として、（公財）日本動物愛護協会、（公社）日本動物福祉協会、（公社）日本愛玩動物協

会、（公社）日本獣医師会などを主な構成団体として、平成 8 年に設置された「緊急災害時動

物救援本部」の事業と資産を引き継いで設置された広域組織です。平成 26 年に法人化されま

した。 

災害時のペットの救護支援のみならず、ペットとの同行避難の普及啓発、災害時の救護ボ

ランティアの育成や研修、全国各地の災害対策用資材の備蓄基地の整備など、災害発生に備

えた平時からの活動を目的としています。特に災害の発生時には、被災地の自治体や獣医師

会、現地動物救護本部等と連携を取りながら被災ペットの救援物資や資金などの提供活動を

行うとともに、現地の動物救護本部等が行う被災ペットの救護のための義援金募集事務の代

行等を行います。 

  



 

【所有者明示】 

 ペットに迷子札、マイクロチップ、鑑札、狂犬病予防注射済票等を装着することにより、

飼い主の氏名や連絡先等が把握できるよう明確にしておくことです。このことにより、ペッ

トと飼い主がはぐれた場合でも第三者が飼い主を特定でき、早期の返還につながります。な

お、飼い主の名前や連絡先などが特定出来ない首輪のみの装着は、所有者明示としては不十

分です。また、マイクロチップを装着した場合は、（公社）日本獣医師会などにマイクロチッ

プ番号と連絡先等を登録しておくことが必要です。 

 

 

 

 


